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22    未来志向型教育の拠点【留萌高校】未来志向型教育の拠点【留萌高校】

①少子化や中学生の市外の高校への流出
②教育・子育て環境の充実と子どもたちの夢の実

現に向けた施策の充実化
③次の時代の留萌を担う人材の育成支援
④高校卒業までは地元で家族とともに過ごしても

らえる環境整備

地元唯一の高校である留萌高校の教育振興支援と
進路実現に向けた未来志向型教育の拠点

進路相談会などへの講師派遣
　生徒や保護者に対し
て、全国の受験生の現状
や進路を実現するための
取り組みなどを情報提供
するため、高校で行う進
路相談会などに河合塾の
講師を派遣します。

大学進学者向けオンライン特別講義
　高校では、日頃の学習
指導に加えて、同校教員
による夏期講習・冬期講
習を行い、生徒の希望進
路の実現に向けた取り組
みを行っています。
　市では、高校での学び
と連携し、学校や家庭での学習がより効果的なものに
なるように、大学進学者を対象にした河合塾札幌校の
講師によるオンライン特別講義を開催します。

学習教材
プログラム

　ＡＩ（人工知能）により、
生徒一人ひとりの理解度に
応じた出題を行うことで、
生徒の学力定着を目指す学
習教材プログラム（ＡＩド
リル）を使用する費用を補
助します。

アセスメントテスト
　高校での学びの重要性と
進路の選択が実現できるよ
うに、生徒自身が、資質・
能力による強みと課題を理
解するため、経験や知識を
活用して、現実的な問題解
決する力を測定するアセス
メントテストの実施費用を
補助します。

　　　　　　　　 ×　　　　　 との連携事業
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　　　　　　　　 その他の支援事業

１人１台端末等のＩＣＴ環境

　道立学校では、原則、各家庭で１人１
台端末を用意する必要があります。
　留萌高等学校教育振興会では、ＩＣＴ
を活用した学習を進めるため、学習用端
末（５１０台）を購入し、令和４年度か
ら留萌高校の全生徒に無償貸与していま
す。市では、この端末の購入に係る費用
の全額を補助しました。
　また、ＡＩ（人工知能）を活用した学
習教材プログラムが利用できるように環
境整備を行い、生徒の学力向上に向けた
支援をしています。

模擬試験・各種検定の受験　　　　　　

　希望する進路の実現に向けて、生徒が
留萌高校を通じて受験する模擬試験や各
種検定の受験料の半額を補助します。

学びの基礎診断実施
　大学入試などの対策として、基礎学力の
定着度を把握し、基礎学力の確実な習得
と学習意欲を喚起するため、文部科学省
が認定する基礎診断テストの実施費用を補
助します。

マナーセミナーへの講師派遣
　情報ビジネス科、電気・建築科の３年
生を対象として、社会人として求められ
る行儀・作法を学ぶ機会を提供するマ
ナーセミナーに講師を派遣します。
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留萌高校卒業生の大学合格延べ人数
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高校卒業までは
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